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日本観光研究学会（2008 年 11 月 23 日、於長野大学） 
2008 年度 研究大会 口頭発表要旨 掲載ﾍﾟｰｼﾞ；425-428 

「労働」と観光が融合したボランティアツーリズムに関する研究 

Volunteer Tourism: Integration of Work and Tourism 

 

中村 憲司＊ 松本 秀人＊ 敷田 麻実＊＊ 
 NAKAMURA Kenji MATSUMOTO Hideto SHIKIDA Asami 

 

本研究では、労働と観光が融合したものと考えられるボランティアツーリズムの類似例を挙げ、これまで

とは異なる視点からの概念構築を試みた。ボランティアツーリズムは参加者の自己実現欲求を満たし、受け

入れ地域側に経済効果以外のものをもたらす可能性がある。この観光形態には、これまでの観光とは違った

効果をもたらす可能性が考えられる。労働と余暇活動の両方の要素を備えるボランティア、それと観光が組

み合わさったものとして注目することで、これまでの「ボランティアツーリズム」に新しい視座を与える。 

 

キーワード：ボランティア、労働、体験観光、自己実現 

 

１． はじめに  

２． 研究の目的 マスツーリズムによって観光地の文化や自然が損な

われることが問題視されるようになると、それに代わ

るものとして「持続可能な観光」という概念が提唱さ

れ、エコツーリズムなどが登場してきた。これに続い

て、最近では自律的観光、体験型観光など新たな観光

のあり方にも関心が集まっている 1)。これらの新しい

観光には様々なものがあるが、労働と観光という一見

異なった要素が含まれている「ボランティアツーリズ

ム」と呼ばれる形態も生まれている。 

これまでのボランティアツーリズムに関する研究は、

観光の視点からなされたものが少なく、その可能性や

意義についても、詳細な考察がなされていない。本研

究では、社会学、心理学、開発援助などにおける先行

研究をレビューし、文献及び資料調査を行う。 

はじめにボランティアツーリズムの類似例を収集、

整理した上で、ボランティアツーリズムを労働と観光

という視点で考察した。また、楽しみながら自己実現

を図れるという特徴にも触れ、社会においてボランテ

ィアツーリズムの持つ意義を示した。 

 一般に、労働と余暇活動の一部である観光は相反す

るものと考えられているが、ボランティア活動のよう

に、余暇活動に労働が含まれる事例も存在する。この

場合、その２つの要素が単純に結びついているだけで

はなく、「融合」して別の形態になっていると考えるこ

とができる。さらにそこに、観光という「非日常空間

での活動」という行為が加わったのがボランティアツ

ーリズムである。 

 

３． 労働と観光の融合事例 

 観光は余暇活動に属するものである一方、ボランテ

ィアは労働と余暇活動の両方の要素を含んだ活動であ

る。その構造が複雑になっているだけでなく、ボラン

ティアとしての重要性が強調されてきたため、観光の

要素が取り入れられることがなかったものと考えられ

る。 

 このような前提に立てば、ボランティアツーリズム

は極めて今日的なテーマである。しかし、これまでボ

ランティアツーリズムについての研究は十分ではなく、

NGOによる開発援助などのボランティア活動に、オルタ

ナティブツーリズムの諸要素と共通する部分があると

いう指摘に留まっていた。そこでこうした観光を研究

することで、今後の観光と労働の関係を探ることがで

きると考えられる。 

観光は余暇活動の一種だが、余暇は労働に対する自

由時間と捉えられる。したがって観光と労働は相容れ

ないものと考えられてきた。ところが、実際の観光現

場では、広義の「労働」が観光の重要な要素となって

いる事例も多く見られる。そこで以下では、労働と観

光が何らかの関わりを持って融合している事例を整理
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する。 

 

①「体験」を目的とするもの 

農村などでの生活や農作業を体験するグリーンツー

リズム、雪国で雪を屋根から下ろす作業を体験する雪

下ろしツアー、木々が伐採された場所に木を植える植

林ツアーなどの、「体験型観光」がこの例である。これ

らにおいては、労働体験が主たる目的となる。その労

働は結果的に地域のためになるとはいえ、参加者は地

域貢献よりも労働体験から満足感を得る。一方、参加

者が生産した農産物や、雪下ろしによる家屋倒壊防止、

森林再生につながる樹木などは地域側に利益が生ずる。

しかし、こうした「体験型観光」はあくまで「体験」

であり、他者のための労働という意識が低く、社会に

貢献している自分に満足するという充足感は低い。 

 

②報酬を得ることが目的であるもの 

これに分類されるものとしては、ワーキングホリデ

ー、小笠原などのバイトアンドレジャーやリゾートア

ルバイトなどが挙げられる。ワーキングホリデーは海

外の滞在に必要となる費用を現地で調達しながら観光

するものであり、リゾートアルバイトは文字通り観光

地でアルバイトするというものである。また、イギリ

スやオーストラリアではプレースメントという形で、

人材派遣会社が観光地に労働力を送るという仕組みも

ある2)。 

この場合、労働と観光は確かに同じ場所で行われる

が、意識としては全く別のもので両者は融合していな

い。また、その労働は「他者のため」という要素を含

ない自分の利益のための労働であり、社会との関係は

弱い。 

 

③労働力を提供することで、自己充足感を得るもの 

この形態はボランティアに最も近いが、労働力を提

供することによる自己実現を参加者が重視しているこ

とが特徴である。例えば、有機農業を営む農家で労働

力を提供し無料で滞在するWWOOF（Willing Workers On 

Organic Farm）は、農家で働きたいという意欲のある

個人(WWOOFer)と、働き手を受け入れたいというホスト

農家をつなぐシステムである。このシステムでは、

WWOOFerは滞在先の農家で1日6時間労働し、その対価

として宿泊と食事が無料で提供される3)。 

この形態に共通する要素として、ボランティア活動

と同様に、自己実現機会が求められていることがうか

がわれるが、それが移動(旅行)先という非日常空間で

行われることに特徴がある。また、受け入れ側にも労

働力の確保は第一義的な目的ではない。 

 

④労働体験による対価が還元されるもの 

 果物狩りツアーなどでは、本来なら単に対価を払っ

て果物を購入すればよいところを、わざわざ果物を採

るという体験をする。体験を楽しむという点で観光と

考えられる。この体験も広義の労働であるが、ここで

は労働に対する報酬は特になく、労働の対価として収

穫した果物が観光者に還元されるだけである。収穫経

験というものを果樹園経営者から買うという構図にな

り、社会との関係における自己実現性はほとんどない。 

 

⑤労働を主たる目的とするもの 

 NGOの開発援助活動や、会社員の出張など(1)は他の地

域に働きに行くことを目的としている。必ずしも地域

のためになっているとは限らず、体験として楽しむこ

とも目的に含まれていない。出張などでは、地域性あ

る仕事に携わることも少ない。これらは労働の一部と

して捉えられる。 

 

以上、労働と観光の関係性、労働の成果の帰着先、

及び自己実現に着目して、ボランティアツーリズムの

類似例を考察した。 

上記のうち、労働と観光が分離している顕著な例が

②や⑤である。それに対して労働と観光が融合したも

のが①、③、④である。①では体験自体を目的として

おり、④は体験を楽しむことと同時に、その成果を得

ることも目的としている。③が労働という色彩が強い

点、またそこに自己実現性が伴っている点から、③が

ボランティアツーリズムにもっとも近いものと考える。 

 

４．ボランティアツーリズムとは 

前節では、労働と観光が結びついている事例を挙げ

た。これらは産業の近代化以降分離した労働と余暇の

境界が曖昧になっていることを示すものである。次に、

分離した労働と余暇、ボランティアとは何か認識した

うえでボランティアツーリズムを考える。 

 

(1) ボランティアと観光 

労働と余暇は、産業の近代化によって分離されたと
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考えられてきた4)。労働とは、「人間が自らの生存を維

持し豊富化させていくために、意識的に自然界に働き

かけて有用な価値を形成する基本的な営為」5)である。

それに対し余暇とは、「睡眠などの生活必需時間や仕

事などの拘束時間以外の自由時間、またはこの自由時

間における諸活動の総体」をいう 6)。余暇は、社会か

ら離れて、自由な活動をすることで自己実現を図り、

再度労働に打ち込めるようにする時間とされてきた。 

この労働と余暇の両方の要素を持つものがボランテ

ィアである。ボランティアは、完全に私的なものから

公的なものと、形態は多様だが、入江は「自発性・無

償性・公益性(2)などをそなえた行為」としている7)。言

い換えれば、自発的な行為が社会に役立つことがポイ

ントだが、それが自己実現につながることも重要な要

素である。こうした自己実現や社会参加は、ボランテ

ィアに限らず、労働にも見られていいはずだが、それ

が見出しにくくなっている現状がある。 

また鷲田は、現在では「労働」と「余暇」の概念的

な対比が無意味と感じられることが多くなってきてい

ると論じている8)。鷲田によると、「会社での労働より

も無償のヴォランティアのほうが、かつての仕事のイ

メージにより近くなっている」という 9)。これは自発

的に社会奉仕することで生きがいを感じることができ、

自己実現につながっているからであろう。 

 一方、観光とは「自由時間における日常生活圏外へ

の移動をともなった生活の変化に対する欲求から生ず

る一連の行動」である 10)。観光は多様な分野の産業に

大きな経済効果をもたらすもの、交流人口の増大を促

すものとして期待されている 11）。逆に観光も、社会シ

ステムに影響され変化してきた 12)。20 世紀後半には、

観光の大衆化によってマスツーリズムが現れ、現在は

それに代わるものとして多様な観光が現れている。ボ

ランティアツーリズムも、「今までの観光」にないもの

を期待されて生み出されてきた社会現象と考えること

ができる、新たな観光の一形態と考えられる。 

 

(2)これまでのボランティアツーリズムの定義 

Wearingは、ボランティアツーリズムを、「自由時間

においてさまざまな動機に基づき、社会における物的

貧困の緩和、援助、また特定の環境の保護や社会や環

境の調査などの組織化されたボランティア活動」と定

義している13)。他には、ボランティアツーリズムとは、

サポーティングツーリズムと呼ばれるもの、つまり貧

困や飢餓など、その地域の問題改善に積極的にかかわ

る観光の別称であるという14)。 

 いずれもボランティアや開発援助という視点でボラ

ンティアツーリズムを捉えており、労働と観光という

視点からは考察はされていない。また、そこから見出

せる社会との関わりにおける自己実現という要素が重

視されてこなかった。 

 

(3) 労働と観光が融合したものと捉えたボランティア

ツーリズム 

 Stebbinsらがこれまでに示してきたボランティアツ

ーリズムの定義 15)には、観光の要素の一つである移動

という概念が含まれていない。これまでの定義では、

ボランティアとボランティアツーリズムが同一視され

ていた。 

これらを踏まえ、本研究ではボランティアツーリズ

ムを、「自由時間における、さまざまな動機に基づいた、

生活圏外においての、社会の諸問題の解決や援助など

に貢献する自己実現性ある労働を目的とする観光」と

定義する。 

例えば、WWOOFでは余暇活動として農家での体験を楽

しむと同時に、農家に労働力を提供する。そこには、

農業支援という社会的意義が見出せる。海外の開発援

助などを例とするボランティアでは、関係性を見る社

会が異なっていた。しかし、今後は国内にも目を向け

るボランティアツーリズムが出てきている。 

 

５. 社会背景と現代社会におけるボランティアツーリ

ズムの意義 

(1) 参加者の労働観の変革 

社会参加という意味もあるが、人は生活するために

労働をしなければならない。しかし社会では、雇用機

会の減少、賃金の低下によるワーキングプアの増加な

ど、労働問題が山積している 16)。さらに、ＩＴ化の進

行や機械化などによって、誰のために・何のために働

くのかが不透明になり、働くことに生きがいを見出し

にくくなっている 17)。非正規雇用を選択する若物、フ

リーター増加の傾向は、「なぜ働くのか」という問題の

答えが見出しにくくなっているということのひとつの

証拠であろう18)。 

今日では働くことそのものに意味を見つけにくくな

ってしまったため、人々は労働とは別のところに生き

がいを求めるようになる。過去には、ジョン・ラスキ
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ンらが、産業化によって無意味化した労働を嘆き、芸

術によって「労働の質」を高めるべきだという議論を

したが 19)、現実にはこうした思想が存在感を残してい

るとは考えにくい。労働の質の低下、生きがいの欠如

から、余暇における活動として、また社会参加への一

つのかたちとしてのボランティアが重要視される。 

ボランティアには、自己実現などの、観光の持つ楽

しみなどと異なる効果が認められる。また、参加した

のちに、参加者の労働観や社会参加に対する考え方に

プラスの影響をもたらすという研究があるが、McGehee、

Santosらはこの効果がボランティアツーリズムにもあ

り、社会運動などへの参加度が向上し社会変化へつな

がるであろうと論じている20)。 

 

(2) 他の観光とは異なる地域活性化への役割 

 少子高齢化や過疎化などによって、地方は定住人口

の減少、地域経済の停滞など厳しい現実に直面してい

る。こうした状況を改善する方法のひとつとして観光

があり、観光による「まちづくり」を実施している地

域も多く見られる。そうした事例において観光に期待

されているのは、主として経済波及効果や交流人口の

拡大といったものである。しかし、ボランティアツー

リズムは、違った形で地域を活性化させることができ

る可能性がある。 

 NGOなどが実施している開発援助プログラムは、発

展途上国を対象とし、その地域にないものや技術を提

供することで現地の人々の生活の質を上げようとして

いる。足りないものがあるのは国内の過疎地域なども

同じである。ボランティアツーリズムは、たとえば過

疎化が進む地域に必要な労働力をもたらし、かつ参加

者は人の役に立つことを感じて充足感を得ることがで

きる。何を求めているのかを地域が発信し、それに自

発的に答えようとする人がいれば、ボランティアツー

リズムを通じてその地域社会の問題解決ができる可能

性がある。 

 

６ まとめ 

本研究ではボランティアツーリズムの類似例を挙げ、

これまでとは違う視点から考察した。これまで、主と

して開発援助という視点で研究されてきた分野を、労

働と観光という視点で捉え直した。また、ボランティ

アツーリズムが持つ、社会と関連する自己実現という

要素にも重要性があることを示した。ボランティアツ

ーリズムにおける自己実現に関する心理的作用、また

旅行者や地域など各関係者の視点から見たボランティ

アツーリズムなどの考察などは今後の課題としたい。 

 

【補注】 

(1)World Tourism Organizationの定義では、ビジネスなどの商用旅行

も旅行に含めている。 

(2)無償か有償かに関しては議論が分かれる。最近では有償のボランティ

アも増えてきている。 
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